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 徐々に、制限が緩和され普段の生活に戻りつつあります。 

 制限が設けられてからこれまで、子供たちは、適度な距離をとることを強いられ、 

マスク越しに、互いの表情を確認することが難しい状況が続き、人と関わりにおいて

も制限せざるを得ない状況にありました。 

制限が緩和された今年度は、子供たちの心を「耕し」、「水を与え」、「心を込めて丁

寧に育てる」、そんな教育を学校として心がけていきます。 

最初から、「収穫する」のではなく、端正込めて、丁寧に育てる。そんな教育に努め

ます。 

学校は、子供と社会をつなぐ役割を担っております。 

社会に求められる、社会に生きて働くことができる人、将来、社会を創造する人の

育成を目指し、学校生活全てを通し、魅力のある人を育みます。 

 今年度は、昨年度より進めて参りました緑ヶ丘小学校との連携を更に進め、「自分

の言葉で つたえる」、「仲間と つながる」、「ねばり強く つづける」の『３つの「つ」』を

それぞれの学校経営の基本方針としました。 

 緑ヶ丘小学校とともに９年間を通して、子どもたちを育てます。 

 私たちは、子供たちが、将来、成長し、きれいな花を咲かせ、立派な実をつけること

ができるよう、その可能性を信じて、職員全員で子どもたちに関わっていきます。 

 


